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入に備えるために自発的に自己植民地化を遂げたという記号的な意味を持っている。そ

うすると、金花が全快したのは、彼女の体内に外来的なものに抵抗する<抗体>（生命力

と「抵抗」する「自己」）があるためである。逆に、<抗体>のない混血児が快復できず

に発狂し、「近代化」と共に身につけていた知識をも使えなくなったのは、まさに「近

代」に対する「土着」の圧倒的な勝利である。そして、その「抵抗」する「自己」こそ

が後進国としての独自な「近代化」のあり方を模索し、そこに新たな可能性を見出せる

根本的な原因である。 

ここで、神道・仏教・儒教・民間宗教などが共存し混交している日本を描いた「神神

の微笑」（一九二二）を参考軸にしたい。外国の文化や思想が日本で定着する時は、そ

れらが「造り変えられた」時だけだという表現は、まさに小林秀雄5が指摘した通り、日

本は様々なものを受け入れているが、それらの外来のものを超越的な他者としてではな

く、「意匠」として自らの中に組み込んでいるということを示している。日本の旅行家

は語り手によって「若い」と提示され、彼の未熟さが終始強調されている。和田博文6は、

「漢文学や漢詩の素養を身につけた人々にとって、中国文化は自己形成の途上で出会っ

た導き手である」と指し、「中国の土を踏むことは、日中文化交流の歴史の中で成立す

る、自らの精神のアイデンティティの確認を意味していた」と指摘している。すなわち、

中華文明の中で歴史的に自己を形成してきた人にとって、中国は他者でありながら、同

時に自己の一部分にもなる。「若い」日本の旅行家は、中国旅行を通じて、金花や混血

児の経験を参考にしながら「自己」を構築していくのである。 

 

４、おわりに 

本発表では、まず語りのレベルと物語内容から、ジェンダー秩序の転覆を整理し、金

花は生命力に満ちた主体的な存在であることを確認する。そしてポストコロニアニズム

の視点から登場人物を分析し、金花に象徴されている近代中国は、竹内好の提唱した「抵

抗」する「自己」があるため「快復」できたに対して、混血児に象徴されているひたす

らにアメリカを模倣した日本はそのような<抗体>がないため「発狂」する憂き目に遭っ

た。その上で「神神の微笑」と対照し、中国のように強固な「自己」を持つことの重要

性を再認識し、日本の旅行家は「自己」を構築していくプロセスにあることを確認する。

このように、「南京の基督」において女性と男性との力関係を逆転してしまう構図から、

男性中心主義と植民地主義への反抗が読み取れる。そしてこの反抗の基本となる<抗体>

はアジアの新たな「近代化」へのアプローチを生み出せる。 

 
5「様々なる意匠」『小林秀雄全集』第一巻（新潮社、二〇〇二年）、一三三－一五一頁。 
6和田博文・黄翠娥『＜異郷＞としての大連・上海・台北』（勉誠出版、二〇一五年）、一六二頁。 

第 6回若手研究者フォーラム要旨集

令和 4 年 8 月30日　印　刷
令和 4 年 9 月 5 日　発　行

編 集 兼
発 行 者 大阪大学大学院人文学研究科

大阪府豊中市待兼山町 1-5

第6回若手研究者フォーラム要旨集cc2021.indd   59第6回若手研究者フォーラム要旨集cc2021.indd   59 2022/08/25   14:08:102022/08/25   14:08:10




